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研究会報告

標記の研究会が 1988年 11月30日から12月3日まで4日間にわたって

京都大学基礎物理学研究所で開催 された｡ 今回は関東､中部地区の世話人5名

(相沢洋二､首藤啓､島田-平､池上高志､長島弘幸)が中心になって会の企画､

運営がなされた｡ 今回の特色は､カオスとその周辺の最近の トピックスに関 し

て､若干名の講師による tutorialtalkがもたれたことである｡ 講師としては

できるだけ若手が選ばれるよう配慮 された｡ 講演時間には制限があったが､

"教育的配慮''のいきとどいた講演が多 く､なかなか好評であったように思 う｡

以下にプログラムと講演要旨を記 しておく｡

(池田研介)
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研究会報告

基 研 長 期 研 究 会 ; ｢カ オ ス とそ の 周 辺 ｣ プ ロ グ ラム

198 8年 11月 3 0 日～ 12月 3 日

於 ;基 礎 物 理 学 研 究 所 大 講 演 室

11月 30日 (水 )

1:30--3:00

● カ オ ス と観 測

1.L卜Yorke カ オ ス は見 え るか7 2.計 算 機 で み え る カ オ ス

(静 大 教 養 馬 場 良 和､ 日大 原 子 力 研 島 田一 平 )

☆ 一 次 元 写 像 の ピア ソ ン表 示像 の性 質

(麻 布 大 永井 音 別､ 山 梨 学 院 大 経 営 情報 市 村 純､

ア ドバ ン ス自然 研 土 屋 尚 )

☆ ロー レ ン ツ系 の エ ン トロ ピー減 衰

(日大 理 工 柳 田達 雄､ 日大 原 子 力 研 島 田一 平 )

3:30-I

☆BZ反 応 に お け るペ - ス メー カー と進 行 波

(静 大 教 養 長 島 弘幸 )

☆BZ反 応 に伴 う流 体 現 象 とパ タ ー ンダ イ ナ ミク ス

(山 口大 工 三 池 秀 敏､ S.C.M'u'ller､ B.Hess)

☆ 人工 脂 質 膜 に お け る電 位 の 自励 発 振 現 象 と フ ラ ク タ ル次 元

(九 工 大 林 健 司､ 都 甲 潔､ 山 藤 馨 )

☆ 界面 に お け る非 線 形 振 動

(名 大 教 養 中 田 聡､ 吉 川 研 一 )

*Phase-WavePropagation andI)erectTurbulence inEHDConvection

System

(東 北 大 通 研 那 須野 悟､ 沢 田 康 次､ シカコ一大 佐 野 雅 己 )

☆ 結 合 電 子 回 路 に お け る カ オ ス ー カ オ ス転 移

(熊 本 大 教 育 福 島和 洋､ 九 工 大 山 田知 司､

愛 教 大 物 理 矢 崎 太 一 )

☆RecentTopicsonNonlinearDynamicsin ChangeI)ensityWaves

(京 大 基 研 伊 藤 浩 之 )

☆ ジ ョセ フ ソ ン接 合 に お け る間欠 カ オ ス

(阪 大 基 礎 工 吉 木 政 行､ 西 田 良 男 )
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｢カオスとその周辺｣

9:30--12:00

● 流 体 に お け る乱 流 ; 理 論 的 問 題 に つ い て

(京 大 防 災 研 山 田道 夫 )

●ToyardsArtificial lnmuneSysteln

(東 大 理 池 上 高 志 )

☆ ChaoticSwitch and InformationProcessing

くATR光 通 研 p. デ ー ビス )

☆ リ ミ ッ トサ イ ク ル 型 神 経 回 路 網 に お け る メ モ リダ イ ナ ミ ッ ク ス

(ATR光 通 研 奈 良 垂 俊､ p. デ ー ビ ス､ 森 裕 平 )

1:30--3:50

☆ カ オ ス ニ ュ ー ラル ネ ッ トワー ク

(東 京 電 機 大 豊 田雅 嗣､ 合 原 一 幸､ 清 水 和 彦､ 小 谷 誠 )

☆ 熱 浴 中 に お け る カ オ ス振 動 子 集 団 の示 す 相 転 移

(東 工 大 小 野 雅 也､ 椎 野 正 轟 )

☆ 振 動 子 集 団 に お け る イ ン ト リン シ ック な揺 動 と引 き込 み 相 転 移

(九 工 大 大 同 蕗 明)

☆ 平 均 場 結 合 位 相 模 型 の動 的 性 質

(京 大 理 西 川 郁 子､ 蔵 本 由 紀 )

☆ 二 成 分 混 合 流 体 中 に お け る対 流

(広 大 理 八 幡 英 雄 )

☆ フ ァ ラデ ー 共 鳴 の 非 線 形 動 力 学 とカ オ ス

(兼 大 理 梅 木 誠 )

☆ 共 鳴 的 加 振 の 下 で の 水 面 波 の分 岐 及 び 不 規 則 挙 動

(九 大 応 力 研 船 越 満 明､ 井 上 進 )

4:20--

☆ 乱 流 境 界 層 に お け る 間欠 性 の マ ル チ フ ラ ク タ ル解 析

(名 大 工 辻 義 之､ 本 田 勝 也､ 中 村 育 堆､ 静 大 佐 藤 信 一 )

☆ 乱 流 モ デ ル に お け るenergy transfer

(京 大 理 大 木 谷 耕 司､ 京 大 防 災 研 山 田 道 夫 )

☆ 一 次 元 乱 流 の記 述 の 縮 約

(京 大 理 佐 々真 一 )

☆ 一 次 元 複 素 TDGL方 程 式 に お け る新 しい 乱 流

(京 大 理 岩 本 貴 司､ 佐々 真 一 )
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研究会報告

12月 2日 (金 )

9:30--12:00

● 量 子 カ オ ス の 諸 問 題

(京 大 理 足立 聡 )

○ハ ミル トン系 の longtimetailと普 遍 則

(早 大 理 工 相 沢 洋 二､ 菊池 康 裕､ 田 中健 司､ 山 本 賢 史､

太 田 元 規､ 原 山 卓 久 )

☆ 多 自 由 度 シ ン プ レ テ イ ク写 像 の 平 衡 分 布

(京 大 理 秋 山 真 治 )

☆EnergyTransportandKineticsofERCAs

(京 大 基 研 武 末 真 二 )

1:30--3:30

☆ 条 件 付 き q 一次 エ ン トロ ピ- の 導 入 と そ の 応 用

(鹿 大 理 井上 政 義､ 藤 坂博 一 )

☆ 多 変 数 時 間 揺 動 の 揺 動 ス ペ ク トル理 論 と一 般 化 相 関 関 数

(鹿 大 理 藤坂 博 一､ 井 上政 義 )

○ア トラ ク タ ー の特 異 な 局 所構 造 と q 一 相 転 移

(九 大 理 森 肇 )

･振 子 と上 田 ア トラ ク タ ー (コメント)

(九 大 理 富 田浩 治 )

･連 続 q相 転 移 (コメント)

(九 大 理 森 信 之 )

･分 岐 点 近 傍 に お け る挙 動 Ⅰ.Il(コメント)

Ⅰ.Type I 間 欠 性 カ オ スの 場 合

日 . バ ン ド ･ク ラ イ シ ス の場 合

(トー九 大 理 小 林 達 治､ Ⅰトー九 大 理 宮 崎 修次 )

･局 所 拡 大 率 の n-sumの logn依 存 性 1.H(コメント)

(トー九 大 理 堀 田武 彦､ Ⅰトー九 大 理 秦 浩起 )

4:00--

☆ 微 分 方 程 式 系 に お け る カ オ ス変 調 に よ る間 欠 性

(九 工 大 山 田知 司､ 鹿 大理 藤坂 博 一 )

☆ 間欠 型 カ オ ス の統 計 力 学 的定 式 化

(静 大 教 養 佐 藤 信 一､ 名大 工 本 田勝也 )

☆ マ ル チ フ ラ ク タ ル 集 合 の ス ピ ン系 表 現

(名 大 工 本 田勝 也 )

☆ パ ラ メ ト リ ッ ク励 起 下 に お け る マ グ ノ ン系 カ オ ス の f(α )スペ ク トル

(岡 山 大 理 味 野 道 信､ 山崎 比 登 志､ 福 岡 工大 中村 勝 弘 )
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｢カオスとその周辺｣

☆ 一 次 元 ラ ン ダ ム Ⅰsing系 の 自 由 エ ネ ル ギ ー の ゆ ら ぎ ス ペ ク トル

(鹿 児 島 県 立 短 大 田 中 稔 次 朗､ 鹿 大 理 藤坂 博一､ 井上 政 義 )

☆ 硝 酸 希 土 類 化 合 物 結 晶 に 於 け る非 線 形 非 平 衡 的 な 現 象

(室 蘭 工 大 川 島 利 器 )

:;巨:身::月≡‡耳;≡日詰(;;土:圭

9:30--10:20

☆ ダ ブ ル ･サ イ ン ･ゴ ル ド ン方 程 式 の エ ネ ル ギ ー ス ペ ク トル に つ い て

(京 大 工 石 森 勇 次 )

☆ 非 線 形 弦 の 不 安 定 性 と カ オ ス

(大 数 大 古賀 真 史 )

･ ビ リヤ ー ドの 統 計 量 (コメント)

(大 教 大 古賀 其 史 )

10:50--12:10

☆QuantumChaosinCooperativeAtomsandResonantRadiationSystems

レー ザ ー 発 振 に お け る 量 子 カ オ ス

(久 留 米 工 大 大 野 稔 彦 )

☆ 量 子 カ オ ス と レベ ル 統 計

(京 大 理 長 谷 川 洋 )

☆kickedoscillatorの 新 しい 量 子 マ ップ に つ い て

(KEX 湯 川 哲 之 )

1:30--

☆ 量 子 カ オ ス に お け る 位 相 回 復 問 題

(京 大 理 戸 田 幹 人 )

☆ 量 子 カ オ ス に お け る 力 学 量 の 時 間 発 展 日

(九 工 大 情 報 高 橋 公 也､ 早 大 理 工 首 藤 啓 )

☆ 量 子 カ オ ス に お け る 量 子 一古 典 対 応 回 復 の 機 構

(京 大 基 研 池 田研 介､ 京 大 理 足 立 聡､ 戸 田 幹 人 )

●TutorialTalk 講 演 40分

O ReviewTalk 講 演 40分

☆ 一 般 講 演 講 演 20分

･ コ メ ン ト 5--10 分
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